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信
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信
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徒

のののの

授

戒

授

戒

授

戒

授

戒

をををを

わ

ざ

と

わ

ざ

と

わ

ざ

と

わ

ざ

と

混

同

混

同

混

同

混

同

さ

せ

て

い

る

さ

せ

て

い

る

さ

せ

て

い

る

さ

せ

て

い

る

宗

門

宗

門

宗

門

宗

門    

        

宗

門

は

「

古

来

か

ら

御

授

戒

を

行

っ

て

い

た

」

と

主

張

し

、

そ

の

証

拠

と

し

て

、

『

最

蓮

房

御

返

事

』

の

「

結

句

は

卯

月

八

日

・

夜

半

寅

の

時

妙

法

の

本

円

戒

を

以

て

受

職

潅

頂

せ

し

め

奉

る

者

な

り

」

の

文

を

あ

げ

て

い

る

。 

 

し

か

し

、

こ

の

御

文

を

見

る

限

り

、

こ

れ

は

「

出

家

」

に

対

す

る

授

戒

で

あ

る

。

最

蓮

房

は

、

佐

渡

流

罪

中

、

大

聖

人

に

帰

依

を

し

た

。

天

台

僧

の

最

蓮

房

は

、

比

叡

山

で

法

華

迹

門

の

戒

を

受

け

て

い

た

は

ず

で

、

独

一

本

門

の

戒

を

大

聖

人

か

ら

受

け

直

し

た

と

伝

え

ら

れ

る

。

 

 

同

じ

く

大

聖

人

の

弟

子

の

日

昭

の

授

戒

に

つ

い

て

、

日

亨

上

人

は

「

最

蓮

房

だ

け

は

佐

渡

に

お

い

て

大

聖

よ

り

あ

ら

た

に

本

門

戒

を

受

け

た

る

御

書

あ

る

が

、

日

昭

に

お

い

て

は

御

門

に

は

い

る

と

と

も

に

本

門

戒

を

受

け

直

し

た

り

と

の

文

献

も

、

伝

説

も

見

え

ず

」

（

『

富

士

日

興

上

人

詳

伝

』

）

と

述

べ

て

い

る

。

 

 

大

聖

人

の

御

在

世

に

お

い

て

は

、

「

出

家

」

の

弟

子

に

対

し

て

さ

え

、

授

戒

の

記

録

は

、

最

蓮

房

以

外

に

残

っ

て

い

な

い

。

ま

し

て

、「

在

家

」

の

信

徒

が

授

戒

を

受

け

た

記

録

は

、

ま

っ

た

く

無

い

の

が

現

状

で

あ

る

。
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働働働働

き

か

け

に

よ

っ

て

き

か

け

に

よ

っ

て

き

か

け

に

よ

っ

て

き

か

け

に

よ

っ

て

始始始始

ま

っ

た

ま

っ

た

ま

っ

た

ま

っ
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日

亨

上

人

は

、「

受

戒

の

定

規

は

な

か

っ

た

と

思

う

。

そ

れ

が

、

近

今

に

至

っ

て

、

に

わ

か

に

そ

の

式

が

新

設

さ

れ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

」

（

『

富

士

日

興

上

人

詳

伝

』

）

と

述

べ

ら

れ

、

現

在

の

授

戒

の

儀

式

は

、

近

年

に

な

っ

て

定

め

ら

れ

た

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

学

会

の

草

創

当

時

を

知

る

、

故

・

和

泉

最

高

指

導

会

議

議

長

の

証

言

に

よ

れ

ば

、

信

徒

に

対

す

る

「

御

授

戒

」

の

儀

式

は

昭

和

十

二

年

ご

ろ

、

牧

口

先

生

が

宗

門

に

依

頼

し

て

始

め

て

も

ら

っ

た

も

の

だ

と

い

う

。 

当

時

は

、

い

く

つ

も

の

宗

教

を

遍

歴

し

た

う

え

で

入

信

す

る

ケ

ー

ス

が

多

か

っ

た

の

で

、

正

し

い

信

心

へ

の

“

け

じ

め

”

を

つ

け

る

た

め

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

だ

。 

こ

の

と

き

、

宗

門

の

大

勢

は

御

授

戒

に

反

対

で

あ

っ

た

と

い

う

。

そ

の

た

め

、

授

戒

を

行

っ

て

い

た

の

は

、

歓

喜

寮

（

中

野

区

）

と

砂

町

教

会

（

江

東

区

）

に

過

ぎ

ず

、

あ

と

か

ら

常

在

寺

（

豊

島

区

）

が

加

わ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。 
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一
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十
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現

在

の

よ

う

な

御

授

戒

文

に

統

一

さ

れ

た

の

は

、

昭

和

四

十

一

年

二

月

九

日

付

の

「

院

達

」

に

よ

る

。

制

定

の

理

由

書

に

は

、「

授

戒

文

に

関

す

る

現

状

は

、

各

寺

約

十

指

に

余

る

夫

々

の

様

式

に

よ

り

実

施

し

て

お

り

、

そ

の

中

に

は

、

二

、

三

意

義

に

於

て

、

過

不

足

と

思

わ

れ

る

も

の

も

認

め

ら

れ

る

。

従

っ

て

宗

門

的

見

地

よ

り

統

一

す

る

必

要

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

」

と

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

末

寺

に

よ

っ

て

授

戒

文

は

バ

ラ

バ

ラ

で

あ

っ

た

の

だ

。 
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授

戒

文

授

戒

文

授

戒

文

授

戒

文

のののの

原

形

原

形

原

形

原

形

はははは

日

蓮

宗

日

蓮

宗

日

蓮

宗

日

蓮

宗

かかかか 

  

で

は

、

今

の

授

戒

文

は

ど

こ

か

ら

来

て

い

る

の

か

？

 
 

『

日

蓮

宗

仏

事

行

事

集

』（

石

川

教

張

編

）

に

日

蓮

宗

の

授

戒

に

つ

い

て

「

授

戒

￤

今

身

よ

り

仏

身

に

至

る

ま

で

、

本

門

の

本

尊

・

題

目

・

戒

壇

を

持

つ

こ

と

を

誓

う

」

と

書

か

れ

て

い

る

。 

 

ま

た

、

日

蓮

宗

に

は

「

御

経

頂

戴

」

と

い

う

儀

式

が

あ

る

。

勤

行

の

後

に

法

主

が

「

今

身

よ

り

仏

身

に

い

た

る

ま

で

、

よ

く

持

ち

た

て

ま

つ

る

」

と

唱

え

、

信

徒

も

唱

和

す

る

。

ど

う

考

え

て

も

、

今

の

宗

門

の

授

戒

文

は

日

蓮

宗

を

真

似

て

い

る

と

し

か

思

え

な

い

。 

 

●

日

興

上

人

日

興

上

人

日

興

上

人

日

興

上

人

もももも

受

持

即

持

戒

受

持

即

持

戒

受

持

即

持

戒

受

持

即

持

戒

とととと 

 

宗

門

発

行

の

『

続

 

日

蓮

正

宗

の

行

事

』

に

は

「

三

大

秘

法

の

御

本

尊

を

受

持

し

、

一

生

涯

信

仰

を

貫

い

て

行

く

こ

と

が

、

一

切

の

戒

や

道

徳

の

根

本

で

あ

る

と

教

え

て

い

ま

す

。

ゆ

え

に

こ

れ

を

受

持

即

持

戒

と

い

う

の

で

す

」

と

あ

る

。 

日

興

上

人

も

、『

三

大

秘

法

口

決

』

の

裏

書

き

に

、「

受

持

即

受

戒

な

り

、

経

に

云

く

是

を

持

戒

と

名

く

」

（

『

富

士

宗

学

要

集

』

）

と

記

さ

れ

て

い

る

。

末

法

に

お

け

る

「

受

戒

」

と

は

、

御

本

尊

を

「

受

持

」

す

る

こ

と

で

あ

る

こ

と

は

明

白

だ

。 
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